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うどんこ病及び赤さび病の発生量は平年よりやや多いです。

１．うどんこ病（発生量：やや多い）
本年の発生地点率は平年並、発病葉率は平年よりやや高く、病斑面積率は平年より

高かった。
地域及び品種別でみると、津軽地域の「キタカミコムギ」の発病葉率及び病斑面積

率は、平年より低かった。また、「ネバリゴシ」の発病葉率及び病斑面積率も平年よ
り低かった。県南地域の「ネバリゴシ」は発病葉率、病斑面積率ともに平年より高か
った。

巡回調査におけるうどんこ病の発生状況

注）2023年から上位３葉調査、前年値、平年値は上位２葉調査。
発生程度別基準：甚=病斑面積率17％以上、多=同9～16％、中=同5～8％、少=同4％以下

（参考）地域及び品種別のうどんこ病の発生状況

２．赤さび病（発生量：やや多い）
本年の発生地点率は平年より高く、発病葉率は平年並、病斑面積率は平年よりやや

高かった。
地域及び品種別でみると、津軽地域の「キタカミコムギ」の発病葉率及び病斑面積

率は、平年並であった。津軽地域の「ネバリゴシ」では発生は認められず、県南地域
の「ネバリゴシ」では発病葉率、病斑面積率ともに平年より高かった。

巡回調査における赤さび病の発生状況

注）2023年から上位３葉調査、前年値、平年値は上位２葉調査。
発生程度：甚=病斑面積率81％以上、多=同51～80％、中=同31～50％、少=同30％以下。

（参考）地域及び品種別の赤さび病の発生状況
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発生地点率 発病葉率 病斑面積率

甚 多 中 少 （％） （％） （％）

本年 13 0 15.4 7.7 53.8 76.9 44.8 2.47

前年 13 0 0 0 76.9 76.9 36.9 0.81

平年 13 0 3.8 6.2 61.3 71.3 38.5 1.45

６月上旬

調査時期 年次
調査

地点数
発生程度別地点率(％)

発病葉率(%) 病斑面積率(%) 発病葉率(%) 病斑面積率(%) 発病葉率(%) 病斑面積率(%)

6 1.8 0.02 11.0 0.1 8.6 0.29

3 58.7 0.75 60.7 1.7 59.9 2.31

県南 4 98.9 7.43 58.0 1.2 68.2 2.63

平年

津軽
キタカミコムギ

ネバリゴシ

ネバリゴシ

地域 品種
調査

地点数
本年 前年

発生地点率 発病葉率 病斑面積率

甚 多 中 少 （％） （％） （％）

本年 13 0 0 0 61.5 61.5 3.5 0.42

前年 13 0 0 0 7.7 7.7 0.2 0.00

平年 13 0 0 0 15.6 15.6 3.4 0.33

６月上旬

調査時期 年次
調査

地点数
発生程度別地点率(％)

発病葉率(%) 病斑面積率(%) 発病葉率(%) 病斑面積率(%) 発病葉率(%) 病斑面積率(%)

6 6.3 0.73 0.3 0.00 7.2 0.72

3 0 0 0 0 0 0

県南 4 2.0 0.27 0 0 0.1 0.00

平年

津軽
キタカミコムギ

ネバリゴシ

ネバリゴシ

地域 品種
調査

地点数
本年 前年


